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『マルシェノルド』係 まで

東京都出身。武蔵野美術短大卒業後、広告
代理店勤務などを経てフリーに。'94年札
幌へ。みとままゆこのペンネームで、水彩、
ペン、墨絵、切り絵など、さまざまなタッ
チでジャンルにこだわらず活躍中。本誌の
表紙は、毎号テーマのイメージによるオリ
ジナル作品を掲載。

既存の枠組みを破って新しく何かを始めることは、

大きく飛躍する可能性と裏腹に、リスクを伴います。

不況だなどと言っていても、それは、既得権益を守

ることや右肩上がりの成長神話から脱却できないで

いるだけかもしれません。

今回取材で出会った人たちの多くは、そのリスク

を跳ね飛ばそうとしている人たちでした。なぜそん

な力が生まれてくるのか。それは自分が取り組んで

いることへのゆるぎない自信と、北海道のためにと

いう思いだと感じました。市場経済のなかでは、そ

んな精神論は何の役にも立たないと言われるかもし

れません。でも「できないことをあげるよりもどう

したらできるかを考える」（エア・ドゥ浜田副社長の

インタビューより）ことで、道は拓けてくるのでは

ないでしょうか。（M.S.）
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